
本校の学校経営方針 ： 豊かな心を持ち，共に高め合う楽しい学校づくりのために 

 

                                                                              
 

 

おかえりモネから 
                                           校 長  髙 砂  宏 之 

 学校行事の中で、最も天気が気になるのが運動会です（もちろん、修学旅行や５年生の宿泊活動、歩く遠足等も

気になりますが）。今年の運動会の判断は大変難しいものになりました。ある学校は、土曜日に雨が降る中開催し

ました。ある学校では、土曜日に実施と決めたけれども、雨が降り日曜日に延期しました。ある学校は、日曜日に

延期し日曜日も実施を見送り、火曜日に延期しました。校庭の水はけの状態や、地域の実情により、どの日に開催

したのが正解だったのか難しい選択でした。桃生小学校でも、金曜日の状態から、土曜日の開催より、日曜日の開

催の方が校庭の状態は良いだろうと判断し日曜日に延期しました。土曜日の午前中の雨を見て、この判断は正解だ

ったなと思ったのですが、土曜日の夜から日曜日の朝にかけての雨量は予想以上に多く、日曜日の朝の時点での校

庭の状態は実施するのは厳しい状態でした。 

しかし、その後、雨が上がる予報でしたので、何とか、保護者の皆様のご協力を得て、水取りをすれば実施でき

るのではないかと判断しましたが、予想以上に土は水を吸っており、ぬかるんでいるところも多くありました。火

曜日への延期という選択肢も頭をよぎりましたが、火曜日に延期するよりも多少悪条件ではありますが、実施した

ほうが多くの保護者の皆様にご覧いただけるのではないかと判断し、実施に踏み切りました。ただし、団体競技の

玉入れは、玉がぐちゃぐちゃになることが予想されたのと、デカパンリレーはデカパンが泥まみれになること、ぐ

るぐるタイフーンでは高速で回転するのが危険と判断し火曜日に延期することにしました。子供たちには、より良

い条件でやらせてあげたいという思いはありましたが、良い条件ばかりではなく、悪い条件でも、頑張れるたくま

しさを身に付けさせる良いチャンスとも考えました。子供たちはその期待に応え、靴が脱げても走り続けたり、転

んでもすぐに立ち上がり、泣かずに走り続けたりという頑張りを見せてくれました。これも、競技中に走りやすい

走路の確保のため砂入れ作業をしていただいた方、早朝より水取り作業をしていただいた方、前の週に草刈りの作

業をしていただいた方々のおかげであると思っています。また、審判の係を手伝っていただいた役員の皆様、児童

の下校を待っていただいている間に、片付け作業を手伝っていただいた方、児童の頑張りに最後まで盛大な拍手を

送っていただいた方々のおかげで無事に運動会を行うことができました。誠にありがとうございました。 

 子供たちがぬかるんでいる中を徒競走しているのを見て、ふと自分が小学生の時の徒競走を思い出しました。私

が小学生の時は、徒競走は裸足でした。あのぬかるむ土の中を裸足で走らせてみたいという気持ちが湧きましたが

（きっと気持ちいいだろうなと思いましたが）足に傷があったりするとばい菌が入ったりするといやだなと思いや

めました。自慢ではありませんが、私は小学校6年間で一度も徒競走で1位になったことはありませんでした。当

時は一度に走る人数はだいたい７～８人でした（１学年の人数が240人くらいいたので）。できるだけ早く進行す

るために、トラック内に常時２組ぐらいずつ走っていました（流れ作業のようでした）。今思えば、私の体型はや

せていて筋力があまりなく短距離走には向いていなかったのだと思います。どちらかというと長距離向きだったの

でしょう（マラソン大会では、同学年男子120人くらいで走ってだいたい３～４位くらいでした。←ちょっとした

自慢） 

 話がそれてしまいましたが、元に戻しまして、最近の天気予報は私が教師になった当時と比べて格段に正確にな

りました。今年の運動会でも、日曜日の朝に雨が上がってその後降らないという確実な予報が無ければ、たぶん火

曜日に延期していたことと思います。気象観測衛星の精度の向上、全国アメダス網の整備、雨雲レーダーの実用化、

スーパーコンピュータの活用などにより、近日中であればかなりの精度で当たるようになりました（それでも、今

回の梅雨時のような雨の降り方はかなり難しいと感じました）。５月１７日からＮＨＫ朝の連続テレビ小説「おか

えりモネ」がスタートしました。宮城県の気仙沼市と登米市がドラマの主な舞台です。清原果耶さん演じる主人公

の永浦百音（ながうらももね）が、合格率５パーセントの気象予報士の試験に合格するために、挑戦し続けるとい
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う物語です。この永浦百音に影響を与える人物として、西島秀俊さんが演じる気象予報士 朝岡覚（あさおかさと

る）が登場します。ドラマの中で、主人公百音と朝岡が北上川の川面に広がる幻想的な移流霧を見ながら、朝岡が

解説するシーンがあります。実はこのシーンは石巻市と登米市の境にある鴇波洗堰（ときなみあらいぜき）や脇谷

閘門（わきやこうもん）のある、北上川河川歴史公園のところで撮影されているようです（桃生小学校学区のすぐ

近くです）。機会があったら、自転車をこいで児童と見に行ってみようと思っています。宮城県の地元のドラマで

あることや、気象予報士のドラマということもあり、「おかえりモネ」のドラマガイドを購入し、少しでも気象の

ことについて勉強しようと思っています。ドラマを見てその気になって気象予報士の試験を受けてみたりして（そ

れは無いかな）。 

 ５月２６日の皆既月食を見る会には、児童３６名、保護者（中学生を含む）３９名、計７５名の参加がありまし

た。日没まではうす雲が出ていて月食が見られるか心配され

ましたが、７時半ころからはっきりと見え始め、徐々に月が欠

けていく様子が観察できました。スーパームーンで皆既月食

は２４年ぶりだということで、天気に恵まれてとても良かっ

たです。感染対策にご協力をいただきながらの観察誠にあり

がとうございました。学校に来られなくても自宅でも月食が

見られたのではないでしょうか。少しでも天体に興味を持つ

きっかけになればと思います。 

 

６月、こんな子供たちを育てていきます 
 よく学びよく考える子 

（かしこい子） 
思いやりのある子 
（やさしい子） 

元気にがんばる子 
（たくましい子） 

生活目標 時間を守ろう 【年間目標】明るく挨拶をしよう みんなで仲良くしよう 

保健目標 むし歯を防ごう 

給食目標 よくかんで食べましょう 

６月行事予定 

 

 
１日（火） 朝会 全校１４：３０下校（研修会のため） 

給食費自動払込み（６月分） 

２日（水） 児童会総会 

歯科検診（１～3年、なかよし） 

４日（金） PTA 挨拶運動 

桃生地区避難・引き渡し訓練１４：３０～ 

８日（火） 音楽集会 町探検（２年） 

９日（水） 耳鼻科検診（２・４・６年） 委員会活動 

11 日（金） 弁当の日 学年 PTA（５年） 

14 日（月） プール清掃 

15 日（火） PTA挨拶運動 スポーツテスト① 

16 日（水） プール開き スポーツテスト② 

18 日（金） 集金日（６月分） 内科検診（全校） 

19 日（土） 東京オリンピック・パラリンピック聖火リレー 

           （石巻市内） 

22 日（火） 児童集会 

23 日（水） 歯科検診（４～６年） クラブ活動 

25 日（金） 学区パトロール 全校１４：５０下校 

 
 

 

 

 

 

 

「勝利に向かってつき進め」２日に渡った運動会 

 校庭がぬかるんでいても何のその！たくましい桃生っ子の姿が、たくさ

ん見られました。２３日（日）にトラック競技、２５日（火）に「玉入れ」「デ

カパンリレー」「ぐるぐるタイフ～～～～～ン」の３つの団体競技を行い、

今年の優勝旗は白組の手に渡りました。 

 練習とは異なる隊形でしたが、恒例のはねこ踊りも披露できました。 

 来年度の運動会こそ、地域の皆様をお呼びして実施できるよう願うば

かりです。 

今月のスクールカウンセラー来校日  １日（火）１５日（火）２９日（火） 

相談希望は担任 もしくは 職員室までお知らせください。 

 コロナウイルス感染拡大防止のために、今後、行事変更・中止等の可能性があります。 

その際は、緊急メールにて迅速に周知するように致しますので、ご了承ください。 


